
(57)【要約】
【課題】良く知られている環境中に存在する気管支喘息、アレルギー性鼻炎およびアトピ
ー性皮膚炎の原因となるアレルゲンなどを測定するため、測定対象を広げるために検体採
取部分を測定器具から着脱できるように改良する必要があった。
【解決手段】本発明は、測定対象を広げるために検体採取部分を測定器具から着脱できる
ように改良した分析装置である。具体的には、ケーシングと溶離剤輸送ゾーンと、信号ゾ
ーンを有する反応ゾーンとを備えた分析装置において、ケーシングの溶離剤輸送ゾーン設
置部分に開口部を設け、該開口部に被検物質採取部材を着脱可能に設置したことを特徴と
する分析装置である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 物 質 採 取 部 材 が 被 検 物 質 の 分 析 を す る 手 段 に 着 脱 可 能 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ケ ー シ ン グ と 溶 離 剤 輸 送 ゾ ー ン と 、 信 号 ゾ ー ン を 有 す る 反 応 ゾ ー ン と を 備 え た 分 析 装 置 に
お い て 、 ケ ー シ ン グ の 溶 離 剤 輸 送 ゾ ー ン 設 置 部 分 に 開 口 部 を 設 け 、 該 開 口 部 に 被 検 物 質 採
取 部 材 を 着 脱 可 能 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
被 検 物 質 採 取 部 材 が 球 状 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 記 載
の 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
分 析 対 象 が ア レ ル ゲ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 分 析 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い た 分 析 器 具 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 環 境 中 の ア レ
ル ゲ ン の 量 を 簡 便 に 測 定 す る 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 】
環 境 中 に 存 在 す る ア レ ル ゲ ン 、 中 で も ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ に 由 来 す る ア レ ル ゲ ン は 気 管 支 喘 息 、
ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 お よ び ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 原 因 ア レ ル ゲ ン で あ る こ と は 良 く 知 ら れ て い
る （ 非 特 許 文 献 １ ） 。 ア レ ル ギ ー を 発 症 さ せ な い あ る い は 感 作 さ れ な い た め に は 、 ア レ ル
ゲ ン 暴 露 を 回 避 す る こ と が 重 要 で あ る 。 し か し 、 環 境 中 か ら ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ を 根 絶 す る こ と
や そ の ア レ ル ゲ ン を ゼ ロ に す る こ と は 実 質 的 に 不 可 能 で あ る 。 そ こ で 、 環 境 中 の ダ ニ ア レ
ル ゲ ン 量 を 感 作 濃 度 以 下 に コ ン ト ロ ー ル す る こ と が 現 実 的 で あ る 。 そ の た め に は 、 環 境 中
の ダ ニ ア レ ル ゲ ン 量 を 測 定 し 感 作 濃 度 以 上 に な ら な い よ う 環 境 の 掃 除 を 徹 底 す る 必 要 が あ
る 。 従 来 の 方 法 で は 、 電 気 掃 除 機 な ど に フ ィ ル タ ー を 装 着 し 室 内 塵 を 集 め そ の 中 か ら ダ ニ
ア レ ル ゲ ン を 抽 出 し Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ （ Ｅ ｎ ｚ ｙ ｍ ｅ － Ｌ ｉ ｎ ｋ ｅ ｄ 　 Ｉ ｍ ｍ ｕ ｎ ｏ ｓ ｏ ｒ ｂ ｅ
ｎ ｔ 　 Ａ ｓ ｓ ａ ｙ ） や 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 例 え ば 、 Ｉ Ｎ Ｄ Ｏ Ｏ Ｒ 　 Ｂ ｉ ｏ ｔ ｅ ｃ ｈ
ｎ ｏ ｌ ｏ ｇ ｉ ｅ ｓ 社 （ １ ２ １ ６ 　 Ｈ ａ ｒ ｒ ｉ ｓ 　 Ｓ ｔ ｒ ｅ ｅ ｔ ， 　 Ｃ ｈ ａ ｒ ｌ ｏ ｔ ｔ ｅ ｓ
ｖ ｉ ｌ ｌ ｅ ， 　 Ｖ Ａ 　 ２ ２ ９ ０ ３ ， 　 Ｕ ． Ｓ ． Ａ ． 　 ） 製 ； Ｒ ａ ｐ ｉ ｄ 　 Ｔ ｅ ｓ ｔ 　 ｆ ｏ
ｒ 　 Ｄ ｕ ｓ ｔ 　 Ｍ ｉ ｔ ｅ ） な ど の 手 法 に よ っ て 定 量 す る も の で あ っ た 。 こ の 方 法 は 、 一 般
家 庭 で 実 施 で き る も の で は な く 集 め た 室 内 塵 を 検 査 機 関 に 送 付 し て 測 定 し な け れ ば な ら な
い 。 つ ま り 、 実 施 し て い る 掃 除 の 程 度 が 十 分 か ど う か そ の 場 で 分 か ら な い と い う 大 き な 欠
点 が あ っ た 。 こ の 点 を 大 き く 改 良 し た 商 品 が １ ９ ９ ９ 年 に ア サ ヒ フ ー ド ア ン ド ヘ ル ス ケ ア
社 か ら 市 販 さ れ る に い た っ た （ 商 品 名 ； ダ ニ ス キ ャ ン ） 。 ダ ニ ス キ ャ ン の 概 要 を 図 ３ に 示
す 。 測 定 し た い 箇 所 の 一 定 面 積 を 拭 い 取 り ピ ン １ １ で こ す り 室 内 塵 を 採 取 し 、 そ こ へ 展 開
液 を 添 加 す る 。 被 検 物 質 （ ダ ニ ア レ ル ゲ ン ） は 標 識 抗 体 含 有 パ ッ ド １ ８ に て 標 識 抗 体 に 結
合 し 、 毛 細 管 現 象 に よ り 反 応 ゾ ー ン １ ６ を 移 動 、 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン １ ４ （ Ｔ ゾ ー ン ）
と 結 合 す る こ と に よ り 発 色 す る 。 一 方 、 被 検 物 質 と 結 合 し な か っ た 余 剰 の 標 識 抗 体 は さ ら
に 移 動 し て 、 余 剰 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン １ ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） と 結 合 し て 発 色 す る 。 展 開 液 は 吸
収 ゾ ー ン １ ７ に 吸 収 さ れ る 。 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン １ ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） と 余 剰 抗 体 捕 捉 抗 体
ゾ ー ン １ ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） の 色 を 比 較 す る こ と に よ り 、 容 易 に 目 視 に よ り 被 検 物 質 を 半 定 量
で き る 。 こ の 商 品 の 出 現 に よ っ て 一 般 家 庭 で い か な る 技 術 も 必 要 な く 短 時 間 で ア レ ル ゲ ン
除 去 の 程 度 を 知 る こ と が で き る よ う に な り 発 症 予 防 や 感 作 予 防 に 役 立 っ て い る 。 こ の 商 品
の 欠 点 は 、 こ す り 取 れ る 対 象 の 場 合 は 問 題 な い の で あ る が 、 例 え ば 掃 除 機 の ご み な ど は 測
定 対 象 に な ら な い 。 ま た 、 フ ロ ー リ ン グ の よ う な 個 所 も 測 定 し に く い と い う 欠 点 が あ っ た
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。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｖ ｏ ｏ ｒ ｈ ｏ ｒ ｓ ｔ ， 　 Ｒ ． ら （ １ ９ ６ ７ ） 　 Ｊ ． 　 Ａ ｌ ｌ ｅ ｒ ｇ ｙ ，
　 ３ ９ ， 　 ３ ２ ５ － ３ ３ ９ 、 Ｋ ｉ ｎ ｇ ， 　 Ｔ ． 　 Ｐ ． ら （ １ ９ ９ ４ ） 　 Ｉ ｎ ｔ ． 　 Ａ ｒ ｃ
ｈ ． 　 Ａ ｌ ｌ ｅ ｒ ｇ ｙ 　 Ｉ ｍ ｍ ｕ ｎ ｏ ｌ ， 　 １ ０ ５ ， 　 ２ ２ ４ － ２ ３ ３
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 測 定 対 象 を 広 げ る た め に 検 体 採 取 部 分 を 測 定 器 具 か ら 着 脱 で き る よ う に 改 良 す る
必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 測 定 対 象 を 広 げ る た め に 検 体 採 取 部 分 を 測 定 器 具 か ら 着 脱 で き る よ う に 改 良 し
た 分 析 装 置 で あ る 。 す な わ ち 、 被 検 物 質 採 取 部 材 が 被 検 物 質 の 分 析 を す る 手 段 に 着 脱 可 能
に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 分 析 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 ケ ー シ ン グ と 溶 離 剤 輸
送 ゾ ー ン と 、 信 号 ゾ ー ン を 有 す る 反 応 ゾ ー ン と を 備 え た 分 析 装 置 に お い て 、 ケ ー シ ン グ の
溶 離 剤 輸 送 ゾ ー ン 設 置 部 分 に 開 口 部 を 設 け 、 該 開 口 部 に 被 検 物 質 採 取 部 材 を 着 脱 可 能 に 設
置 し た こ と を 特 徴 と す る 分 析 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 分 析 装 置 を 図 １ の 好 適 例 に よ り 説 明 す る 。 １ は 被 検 物 質 採 取 部 材 で あ る Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ 用
ボ ー ル で あ る 。 被 検 物 質 採 取 部 材 は 、 目 的 と す る 対 象 物 が 吸 着 す る 素 材 で で き て い る も の
で あ れ ば 全 て 使 用 で き る が 、 好 ま し く は ポ リ ス チ レ ン 、 ナ イ ロ ン 、 ニ ト ロ セ ル ロ ー ス 、 Ｐ
Ｖ Ｄ Ｆ 、 セ ル ロ ー ス 、 ガ ラ ス な ど で あ る 。 ま た 、 い か な る 形 状 で も 使 用 で き る が 取 り 扱 い
な ど の 点 か ら 球 体 が 有 利 で あ る 。 そ の 大 き さ で あ る が 、 分 析 部 に 装 着 で き る 大 き さ で あ れ
ば い か な る も の も 使 用 で き る 。 被 検 物 質 採 取 部 材 は 、 必 要 に 応 じ て 種 々 の 加 工 、 例 え ば 界
面 活 性 剤 塗 布 や 撥 水 処 理 を 施 す な ど の 処 理 を 行 っ た 後 に 用 い る こ と が で き る 。 ２ は 分 析 装
置 の ケ ー シ ン グ 、 ３ は 輸 送 ゾ ー ン 、 ４ は 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） 、 ５ は 余 剰
標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） 、 ４ お よ び ５ は 信 号 ゾ ー ン で あ る 。 ６ は 反 応 ゾ ー ン 、 ７
は 吸 収 ゾ ー ン 、 ８ は 標 識 抗 体 含 有 パ ッ ド 、 ９ は 測 定 窓 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ケ ー ス ２ の 開 口 部 に 被 検 物 質 採 取 部 材 １ を 着 脱 可 能 に 設 置 し 、 溶 離 剤 と 共 に 被 検 物 質 を 滴
下 し 、 標 識 抗 体 含 有 パ ッ ド ８ 、 輸 送 ゾ ー ン ３ を 経 て 反 応 ゾ ー ン ６ に 送 る 。 反 応 ゾ ー ン ６ に
設 け ら れ た 検 出 用 捕 捉 抗 体 ４ 、 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ５ を 経 た 被 検 物 質 は 測 定 窓 ９ に て 目
視 さ れ 吸 収 ゾ ー ン に 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 に 実 施 例 を 示 し て よ り 具 体 的 に 本 発 明 の 内 容 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 例 １ 】
電 気 掃 除 機 の 塵 芥 収 集 袋 （ 内 容 量 ； １ Ｌ ） に ダ ニ ア レ ル ゲ ン Ｄ ｅ ｒ ｆ ２ （ ア サ ヒ ビ ー ル （
株 ） 製 ； 生 化 学 工 業 （ 株 ） カ タ ロ グ 番 号 ２ ９ ０ ４ ５ ２ ） を １ ０ μ ｇ 入 れ そ の 後 に 塵 芥 モ デ
ル と し て 結 晶 性 セ ル ロ ー ス パ ウ ダ ー （ 旭 化 成 （ 株 ） 製 ； Ｃ ｅ ｏ ｌ ｕ ｓ （ 登 録 商 標 ） Ｋ Ｇ ）
を １ ０ ｇ 入 れ 良 く 混 和 し た 。 そ こ へ Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ 用 ボ ー ル （ 住 友 ベ ー ク ラ イ ト （ 株 ） 製 ； Ｍ
Ｓ － ７ ４ ０ １ Ａ 、 ６ ． ３ ５ φ ） を １ 個 入 れ １ ０ 分 間 良 く 混 和 し た 。 そ の 後 に ボ ー ル を 回 収
し た 。 次 に 回 収 し た ボ ー ル を 図 １ に 記 載 し た 免 疫 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 用 い た 分 析 器 具 に
設 置 し た 。 分 析 器 具 は ア サ ヒ フ ー ド ア ン ド ヘ ル ス ケ ア 社 製 ダ ニ ス キ ャ ン を 一 部 改 良 し た も
の を 使 用 し た 。 ボ ー ル に ０ ． ０ ５ ％ Ｔ ｗ ｅ ｅ ｎ ２ ０ を 含 む リ ン 酸 緩 衝 液 （ ｐ Ｈ ７ ． ４ 、 １
０ ｍ Ｍ ） 約 ２ ５ ０ μ Ｌ を ゆ っ く り と 滴 下 し 、 そ の ま ま １ ０ 分 間 放 置 す る と 、 検 出 用 捕 捉 抗
体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） と 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） に 発 色 が 認 め ら れ
た 。 ア レ ル ゲ ン の 存 在 を 示 す 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） の 色 は 余 剰 標 識 抗 体 捕
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捉 抗 体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） よ り も や や 薄 い レ ベ ル で あ っ た 。 ダ ニ ス キ ャ ン 目 視 ス コ ア と
Ｅ Ｌ Ｉ Ｚ Ａ に よ る ハ ウ ス ダ ス ト 中 の ダ ニ グ ル ー プ ア レ ル ゲ ン の ア レ ル ゲ ン 量 の 比 較 を 示 し
た 図 ２ か ら 、 こ の 発 色 レ ベ ル は お よ そ １ μ ｇ ／ ｇ 室 内 塵 に 相 当 す る 。 一 方 、 袋 の 中 の ダ ニ
ア レ ル ゲ ン を 含 む 結 晶 性 セ ル ロ ー ス を １ ｇ 秤 量 し た 。 同 様 に ダ ニ ア レ ル ゲ ン を 含 ま な い 結
晶 性 セ ル ロ ー ス を １ ｇ 秤 量 し た 。 そ れ ぞ れ に 先 に 使 用 し た 緩 衝 液 １ ０ ｍ Ｌ を 加 え 良 く 混 和
し た 。 そ の 後 、 ろ 過 し 清 澄 な 被 検 液 を 調 製 し た 。 住 友 ベ ー ク ラ イ ト （ 株 ） 製 ； ス ミ ロ ン Ｍ
Ｓ － ８ ５ ９ ６ Ｆ 、 ア サ ヒ ビ ー ル （ 株 ） 製 ； 抗 Ｄ ｅ ｒ ｆ ２ モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗 体 １ ３ Ａ ４ 、 １
５ Ｅ １ １ を 用 い て 、 調 製 し た 被 検 液 を Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ で 測 定 し た 。 標 準 液 と し て Ｄ ｅ ｒ ｆ ２ を
用 い て 作 製 し た 検 量 線 か ら 該 溶 液 中 の ア レ ル ゲ ン 濃 度 は 、 ６ ０ ｎ ｇ ／ ｍ ｌ で あ っ た 。 こ れ
か ら 逆 算 し 室 内 塵 モ デ ル と し た 結 晶 性 セ ル ロ ー ス 中 の ダ ニ ア レ ル ゲ ン 濃 度 は ０ ． ６ μ ｇ ／
ｇ 結 晶 性 セ ル ロ ー ス （ 室 内 塵 ） で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 ２ 】
紐 を 装 着 し た Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ 用 ボ ー ル を 用 意 し 約 １ ０ ｍ ２ の 木 製 フ ロ リ ー ン グ 上 を 紐 を 引 く こ
と に よ っ て 半 分 の 面 積 上 を 移 動 さ せ ダ ニ ア レ ル ゲ ン を 吸 着 さ せ た 。 そ の 後 に ボ ー ル を 実 施
例 １ と 同 様 に 分 析 装 置 に 設 置 し た 。 実 施 例 １ と 同 様 の 操 作 に よ っ て 発 色 さ せ 余 剰 標 識 抗 体
捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） と 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） の 色 の 濃 さ を 比 較
し た 。 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） の 色 は 認 め ら れ る も の の 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗
体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） に 比 較 し て か な り 薄 か っ た 。 こ れ は 、 図 ２ か ら ０ ． １ ～ １ ． ０ μ
ｇ ／ ｇ 室 内 塵 に 相 当 す る 量 で あ る 。 一 方 、 電 気 掃 除 機 で 残 り の 半 分 の 面 積 か ら 室 内 塵 を 吸
い 取 っ た 。 室 内 塵 の 総 量 は 、 約 １ ５ ０ ｍ ｇ で あ っ た 。 こ の 中 か ら １ ０ ０ ｍ ｇ を 秤 量 し １ ０
ｍ ｌ の 実 施 例 １ で 用 い た 緩 衝 液 で ダ ニ ア レ ル ゲ ン を 抽 出 し た 。 実 施 例 １ と 同 様 に Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ
Ａ 法 に て ダ ニ ア レ ル ゲ ン 量 を 測 定 し た と こ ろ 、 ３ ｎ ｇ ／ ｍ ｌ で あ っ た 。 こ の 値 か ら ０ ． ３
μ ｇ ／ ｇ 室 内 塵 の ダ ニ ア レ ル ゲ ン 量 が 存 在 す る こ と が 明 ら か と な り 本 発 明 の 方 法 に よ る 妥
当 性 が 検 証 さ れ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 分 析 装 置 の 断 面 図 と 平 面 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 ダ ニ ス キ ャ ン 目 視 ス コ ア と Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ に よ る ハ ウ ス ダ
ス ト 中 の ダ ニ グ ル ー プ の ア レ ル ゲ ン 量 の 比 較 を 示 す 図 で あ る 。 Ｔ ＝ Ｏ は 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ
ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） に 発 色 が な か っ た 場 合 を 、 Ｔ ＜ Ｃ は 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー
ン ） の 色 が 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） よ り 薄 い 場 合 を 、 Ｔ ＝ Ｃ は 検 出 用
捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） の 色 が 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） と 同 程
度 の 場 合 を 、 Ｔ ＞ Ｃ は 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン ４ （ Ｔ ゾ ー ン ） の 色 が 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体
ゾ ー ン ５ （ Ｃ ゾ ー ン ） よ り 薄 い 場 合 を 示 す 。
【 図 ３ 】 従 来 の ダ ニ ス キ ャ ン 装 置 の 断 面 図 と 平 面 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 被 検 物 質 採 取 部 材 　 　 　 　 ２ 　 ケ ー シ ン グ
３ 　 輸 送 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン （ Ｔ ゾ ー ン ）
５ 　 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン （ Ｃ ゾ ー ン ） 　 　 ６ 　 反 応 ゾ ー ン
７ 　 吸 収 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 標 識 抗 体 含 有 パ ッ ド
９ 　 測 定 窓
１ １ 　 拭 い 取 り ピ ン 　 　 　 　 　 １ ２ 　 ケ ー シ ン グ
１ ３ 　 輸 送 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 検 出 用 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン （ Ｔ ゾ ー ン ）
１ ５ 　 余 剰 標 識 抗 体 捕 捉 抗 体 ゾ ー ン （ Ｃ ゾ ー ン ） 　 　 １ ６ 　 反 応 ゾ ー ン
１ ７ 　 吸 収 ゾ ー ン 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 標 識 抗 体 含 有 パ ッ ド
１ ９ 　 測 定 窓
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对象。具体地，在包括壳体，洗脱液输送区和具有信号区的反应区的分
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